
万博公園探鳥会
2026年7月13日（土）

田中宏・中筋好子・橋本昌宗・大矢麻由美

玉置こるり・藤村和彦・平軍二（090ー6901-1425）

Ⅰ万博公園の鳥第13回「コサギ」 写真橋本昌宗氏（左 顔拡大、右ほぼ全身）

学名 Egretta garzetta 漢字名 小鷺 英名Little Egret

6月13日の万博公園探鳥会、日本庭園では循環水系がストップしていて池も水路もほとんど水がなかった

が、少しの水を探したコサギ・カワセミ・コチドリなどが観察できた。

写真は「心字池」の水たまりにいたコサギ、橋本昌宗氏の写真では、通常「黄色」のくちばしの付け根が

「紫色」の婚姻色に変化していたので、左側に顔の部分を拡大して表示している。

婚姻色とは、繁殖期（主に春〜夏）にだけ現れる特別な色彩変化で、目先（目と嘴の間）、嘴、脚などが鮮

やかな色に変化させ、異性にアピールするためとのことである。上記写真ではコサギの「脚の指」は見え

ないが、赤みを帯びたオレンジ色に変化していると思われる。また2本の美しい飾り羽も、繁殖期のみ（夏

羽）に見られる姿である。

Ⅰ④全国鳥類繁殖分布
本州以南に留鳥として繁殖して

いるが、1990年代と2010年代を

比較すると、同じコースを調査

できた全国調査地1,947地点で

コサギの繁殖地は239地点→

93地点へと半減以下に減少

していた 。

Ⅰ⑤世界の分布図真木・大西

日本の野鳥 （2000年）平凡社

日本、ユーラシア大陸

中南部、オーストラ

リア、アフリカ大陸に

広く分布している。

Ⅰ②万博公園

探鳥会
コサギの観察頻度は

1990年代までは

ほぼ100％（毎月）

観察していたが、

2000年以降は60％±

にダウンしている。

Ⅰ③大阪府鳥類目録
コサギは大阪府の全メッシュ

で記録されているが、繁殖

確認(Aランク)は多くない。

万博公園周辺では、４ｋｍ

ほど北にある茨木市の

耳原公園（大池）で、営巣が

毎年確認されている。
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Ⅱ 環境省第5次レッドリスト一覧表 野鳥誌2026年5-6月号（日本野鳥の会）

3月に公表されたレッドリストで改変された種が多かったので、第4次ランクと比較した。

第4次→第5次ランクの変化 イ）ランクアップ ↑ ロ）ランクダウン↓
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特記 ①トキ・コウノトリなど人工的に増殖した貴重種が、個体数安定で絶滅危惧ランクダウン

②キンクロハジロ・バン・コサギなど絶滅危惧の恐れのないと思われていた種がランクイン

A）越冬数が10年間に30％減少した（キンクロハジロ）

B）繁殖地点が減少した（バン・コサギ）
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Ⅲ 先月2026年6月11日の探鳥会記録
快晴の探鳥日和、鳥の声、そして姿を期待してスタートした。参加者を楽しませてくれたのはハクセキ
レイの幼鳥、何回も出て愛らしい行動を見せてくれた。万博公園で繁殖していると思われるキビタキ、
1羽のみであったが繁殖期の囀りを聞くことができた。最近水路に水が流れていないと大阪支部に問
い合わせがあったことから、大阪府万博記念公園事務所にお聞きした所、自然文化園のメイン水路、
「もみじの滝」➝「もみじ川」の水流が近日中に復活する予定と言われた通り、今日は数か月ぶりに水
流が復活していた。一方逆に日本庭園の水路は、「木漏れ日の滝」がストップしているなどでほとんど
水が残っていないかったが、最上流の「深山の池」では残り少ない水たまりでカワセミのダイビングが
あり、またカラスの行水が定番となっている「松の洲浜」には行水するにも水が無く、コチドリがいた。
中央休憩所北側の「心字池」には全く水が無く、池底の砂地にコサギと思われる鳥の足跡の近くには、
ヘビの足跡と推定される蛇行した跡が見られた。（写真 橋本昌宗氏）

カワラヒワ ハクセキレイ親子 コチドリ

カワセミ

カワセミ親子
（真ん中が親）

カワセミ子

カワセミの飛び込み（ほとんど水のない日本庭園・深山の泉）
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Ⅳ 万博公園探鳥会 観察鳥チェックリスト（第8版ベース）

Ⅴ 次回万博公園探鳥会 9月12日（土）9：30～
（8月8日（土）は夏休み）

今月同様、大阪支部HPのホームズ様式からお申込みくださるようお願いします。

又は、平宛メール ｇ．0501.hi@gmail.com or 電話090-6901-1425で連絡ください。

今月同様、夏の暑さが残っているので、熱中症対策を充分に！
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